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　大阪眼鏡卸協同組合（開髙みどり
理事長）が主催する西日本最大級の
眼鏡関連総合展として定着している眼
鏡祭「第55回EGF（アイグラスフェア）」
は、5月14・15日に大阪市中央区にあ
るOMM（大阪マーチャンダイズ・マー
ト）2階展示ホールで開催される。時間
は初日16時～20時、2日目10時～16
時30分となっている。
　組合員15社に加え、福井県眼鏡協

会から16社、関連メーカーや
卸など39社が出展し、新作を
はじめトレンド商品、関連商材
などが目白押し。

　「新製品ベストグラスコンテスト」に
投票し、スタンプラリーに参加すると、
抽選で最大2万円がキャッシュバック
される（空くじなし）。また、購入金額に
応じたポイント制により全国共通商品
券や図書券、QUOカードなどのプレゼ
ントも用意されている。
　15日のみ13時までの来場者には、
食事券が進呈される。飲み物も多数用
意され、商談や休憩で利用できる。

　宝飾工房の㈱
ジュホウ（東京都荒
川区、木村亮治社
長）が展開中の、研
究者や現役の医師
が監修し心と身体の
健康に作用すること
が科学的に証明さ
れている高品質精
油（アロマ）を使用し
たペンダント型芳香

器具『メディカルアロマ
ジュエリー®』が好調
だ。「スキンケア・美肌」
「リセット&アンチエイ
ジング」「ダイエットサ
ポート」「認知症予防・
改善」「花粉症対策」
「高血圧対策」などに効
果が期待出来るとして
話題になっているのだ。
　年配者をはじめ健康
志向が強い若年層にま
で話題となり、小売店にとっても“展示
会や催事販売頼み”からの脱却の一
歩として、または新規顧客の獲得に繋
がるとして、いまでは全国40店舗以上
の販売網が拡がっている。
　若い女性に人気のアロマセラピーだ
けでも話題性は十分だが、ジュホウが
取り組んだのは、信頼できるエビデン
ス・マーケティング。高い信頼性を得る
ために大阪大学で30年以上にわたり、
植物が持つ純粋な精油が人の心と身
体に影響を及ぼすことを科学的に証明
してきた著名な研究者である永井克也
名誉教授が監修及びアドバイザーとし
て深く関わっている。さらにアロマセラ
ピーの情報サービスという切り口から
埼玉県所沢市にある並木病院の内
科・神経内科医である現役医師の西
井貴誠氏にコラムを寄稿してもらい公
式ホームページで公開している。
　そんな中、4月21日、永井氏は、ピュ
アな精油による正しいアロマセラピー
の確立を目指して一般社団法人サイエ
ンティフィックアロマセラピー協会
（JSSA）を立ち上げ、四ツ谷にある主婦
会館プラザエフで発足イベントを開催
した。
　その中で永井氏は、精油に関する正
確な科学的知識を広め、科学的根拠

に基づくアロマセラ
ピーを普及すること
により、健康や福祉
などの分野を中心
に、人々の豊かな生
活に寄与することを
目的として設立した
と語ったが、注目す
べき事実は（一般に
流通している）精油
の9割はまがいもの

で、“間違いだらけのア
ロマセラピー”が横行し
ているとのことだ。この
詳細は永井克也氏、富
研一氏、ベンゼル智子
氏が共同著者として発
売された「医者がすす
める科学的アロマセラ
ピー」（かざひの文庫）
で説明されている。
　永井氏が監修し、科
学的に効果が認められ

た純粋な精油を使用したジュホウの
「メディカルアロマジュエリー®」は、高
い信頼性と正当な研究成果を得た素
材を元に販売されていることから、自信
を持って顧客ニーズを捉えることので
きるジュエリーであると言えるだろう。
　「メディカルアロマジュエリー®」は、
特許構造のペンダントやピンブローチ
に、研究者や現役の医師が監修した
様々な香りの球（香球：こうきゅう）を装
着することで、メディカル品質のアロマ
セラピーを常時体感できるもの。その
構造と機能は同社より特許出願されて
いる。
　特許発明者の木村社長は「多くの顧
客から様々な反応と驚きの声が寄せら
れ大きな反響を呼んでいる。展示会販
売による売上げ頼みの小売の現場で、
桁外れのリピート性とマーケットへの
展開力は、店頭販売活性化のための
救世主になり得る」と語気を強めた。
　低迷する宝飾業界にとって新規顧
客獲得という課題に取り組める、確か
な商材として注目してみてはいかがだ
ろうか。

メディカルアロマジュエリー®公式サイト
https://r.goope.jp/juho

西日本最大級の総合展
眼鏡祭EGF

科学的に証明されたアロマを使用した 
「メディカルアロマジュエリー®」に追い風 
監修者による新団体設立で注目度急加速！

5月14・15日／OMM

　GINZA TANAKAは、豊
富なバリエーションから選
べ、自分だけのチェーンジュ
エリーを見つけられる
「GINZA TANAKAのメタ

ルチェーンコレクション」を4月26日～
5月31日まで銀座本店をはじめ全国
12店舗で開催している。
　GINZA TANAKAのメタルチェーン

は、デザインや素材、長さ違
いなどで100種以上もの豊
富なバリエーションが特
徴。高度な職人技から生み
出される高品質なチェーン
は、時代に左右されない
ベーシックなデザインで、シ
ンプルに1連で軽やかに、ま
た重ね付けでも上品なスタ
イルにまとめてくれる。
　期間中につき、好みのメ

タルチェーンから、ネックレスやブレス
レット、ピアスなどのアイテムを1cm単
位でカスタマイズして、特別価格で購
入できるサービスを展開している。
　揺れるゴールドチェーンで、耳元に
華やかさをプラスするセミオーダーサ
ンプル（＝写真左上）は、左と中央のピ
アスが2万円、右のイヤリングが3万
6000円（全てK18YG、税込）。

　As-meエステール㈱は、300円・
500円・900円の3プライスショップ「ア
クセサリーズブラッサム」を4月25日に
エキュート大宮にオープン。直営店舗
は国内8店舗目、埼玉県は初。なお、同
店では3プライスを中心に、1500円・
3000円の商品をプラス。カジュアルな
トレンドアイテムからジュエリーライク
なデザインまで幅広く揃える。

　TASAKIは、オセアニア初となるオー
ストラリア・メルボルン「Monards 
Crown - Melbourne」での販売を4
月4日より正式にスタートし、タイムレス
でモダンな「TASAKI COLLECTION 
LINE」、「balance」、「danger」をはじ
めとするブランドのアイコンをライン
ナップすると共に地域拡大を図ってい
く。
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GINZA TANAKAが提案

国内8店舗目の3プライス店 オセアニアで初めての商品展開
As-meエステール TASAKI

と合成のシェア比率が変わるだけに
なってしまう。
　それでは同じダイヤモンドだが天然
とは違うことを強調したらどうだろう
か。すると今度はCDJが大量生産でき
る工業品のイメージでとらえられ、シン
セチックやキュービックの代替え品程
度の商品の位置づけで、販売が思わし
くなくなるリスクが出てくる。だから天然
でないが同じものであるということが消
費者の中できちんと区別されて全く別
物のモノとして認識されるように打ち出
していかないと、ダイヤモンドジュエ
リーマーケットの混乱だけが生じる事
態になりかねない。
　CDJがジュエリーの全く新しい市場
を切り開くには本物のダイヤモンドで
ありながら大量生産の工業品であると

いう正負の二面性をマーケティング的
に上手に処理しなくてはならない。
　供給側が一社独占ならともかく、数
社入り乱れての競争になれば、結局供
給過剰による飽和感が消費者に「飽
き」を生むのではないだろうか「合成ダ
イヤモンド」の微妙な所である。
　もう一つの微妙は、合成ダイヤ
モンドを天然ダイヤモンドと偽る、ある
いは混ぜ込んで販売する輩が必ず出
てくるということだ。デ・ビアスは、
ルース販売をしないとしているが、入手
ルートはいくらでもあるわけだから、マ
スコミネタでダイヤモンドマーケットに
消費者の不信の目が向けられる可能
性は捨てきれない。
　デ・ビアスが扱い始めることで話題性
のインパクトはあり、CDJはジュエリー市
場活性化の救世主かもしれないが、反
面鬼っ子になるかもしれない。まったく
もってCDJは微妙なシロモノである。
　ここで一つの疑問。デ・ビアスは、な
ぜ今CDJを扱うのだろうか。なぜ今な
のか。

　　　　　　　　　　　　　   貧骨
   　    cosmoloop.22k@nifty.com

　「合成ダイヤモンド」が今業界の中で
話題になっていて、それに関する講演
会では小規模であるとはいえ立ち見が
出来るほどの盛況だという（本誌既
報）。
  きっかけはデ・ビアスが合成ダイヤモ
ンドを使ったジュエリーをネット販売
すると昨年発表したところから始まっ
ている。それ以前にもこの種のダイヤモ
ンドは生産されていたが、誰も見向き
もしなかったわけだから、デ・ビアスの
影響力はやはり大きいという事だろう。
こういう風向きになると先駆けて合成
ダイヤモンドジュエリーの販売を行お
うとする業者も出てくるだろう。JJAも
「合成ダイヤモンド」の定義や正式な呼

称に取り組み始めている。
　さりとて話題は先行しているのだが、
まだジュエリーとしての実物を誰も見
たことはない（たぶん）。先日も甲府の
仕入展示会に行ってみたが、合成ダイ
ヤモンドジュエリーなど見かけなかっ
た。「声はすれども姿は見えず」というの
が現状だろうが、さてデ・ビアス製品を
含め合成ダイヤモンドは低迷する国内
の宝飾品市場を活性化するだろうか。
活性化への願望がむしろ話題先行の
状況を生んでいるのが現実であろう。
　ところでこの合成ダイヤモンドジュエ
リー（以下CDJ）が、市場に投入され
たとき消費者はどういう形でCDJを受
け止められるだろうか。供給する側が
天然のダイヤモンドと全く同じもので
あることを前面に出した場合、その額
面通りに消費者が受け止めれば当然
のことながら天然ダイヤモンドの売り
上げは下がる。なにもわざわざ高価な
ものを身に着ける理由が希薄になるか
らだ。１カラットのダイヤモンドを購入
するにあたり天然も合成も同じものだ
と言われればそれなら合成で十分だと
いうことになる。全体のダイヤモンド
マーケットサイズは変わらず、ただ天然

 

　２０２０年の東京オリンピック・パラ
リンピックを控え，国際オリンピック委
員会（ＩＯＣ）が，オリンピックを意味す
る漢字２文字の「五輪」について，特許
庁に商標登録を出願し，認められた
（登録日：２０１９年２月１日，登録番
号：第６１１８６２４号）。東京五輪に
関し，呼称やマークを使用できる公式
スポンサーの権利を守り，便乗商法を

防ぐことが目的とみられる。
　飲食物や装飾品等に「五輪」の文字
を入れ，東京五輪大会を想起させる表
現をすることは，いわゆる「便乗商法」
として不正競争行為に該当する恐れ
があり，ＩＯＣやＪＯＣから使用の差し
止め要請や損害賠償請求を受ける可
能性がある。
　大会組織委員会は，不正便乗商法
の恐れがある表現として「オリンピック
開催記念セール，２０２０円キャンペー
ン」等を例示しているが，商業利用に
当たるかどうかの判断は事案によって
異なることから，今後，混乱が生じない
よう周知や啓発を徹底していく方針。
　   
     （特許業務法人共生国際特許事務所所長）

　其の35

ＩＯＣが「五輪」を
日本で商標登録
＜ブランド保護と便乗対策＞

佐藤英昭弁理士による

『特許の哲学』

「合成ダイヤモンド」の
  微妙

小売の十字路小売の十字路 156
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